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はじめに
古典和歌における鐘の意象
ー鐘の宗教性について
1
（その三）
本稿は「古典和歌におけるぶぎの意象（その一）ー「暁の
(1) 
鐘」と「入
相の鐘」ーー」と「古典和歌における鐘の
意象
（その
(2)
 
二）
l|聴
覚素材としての特徴�」の続稿であ 。前二稿にお
いて、
中国古典詩歌の分析によく使われる「意象
」と
いう概念を
借用し 論を進め、（その一）においては、
鎌倉時代までに成立
した歌集に見られる鐘を詠み込んだ延ペニ六一首の和歌の検証を通じて、
r入相の錦の意象には主に無常感が含まれている」のに
対し、「暁の鐘は大自然の景色や現
象を連想させ、
その意象に早
朝の消々しさと静けさが看取される」という結論を得た。また（その
二）においては、
新たな資料を加え、
和歌における語の取り合
わせと意象の組み合わせという つの側面から、
鐘と鹿、
鐘と嵐
の組み合わせの検証を通
て、
鎚がほかの聴党素材と一緒に歌に
詠み込まれることによって、
二瓜ないし三重の音響効果を作り出
し、
歌の本来の趣を引き立てるという和歌の聴覚素材としての銃
をんなのもとにてあか月かねをききて
の特徴を論じてみた。
しかし、
鐘を論じる時、
元来仏教法具として日本に渡来してき
たと言われる鐘の特質を看過してはならないと思う。坪井良平氏著
f日本の梵筵」によると、
日本における最初の「純然たる非宗
教の用途の銃」
は戦国時代が終わって各地に諸侯が築城した際に
造られた「城鐘
」であり、最初の報時鐘は寛永―一年（一六三四）
K3)
 
に造られた「大阪町中鐘」だと言う。となると、それ以前の錘ーその響きが歌人たち 心を
とらえ、
数多くの和歌に詠み込まれた
のは、
いずれも宗教ゆかりの鉗だったと言っても過言ではあるま
い。
鐘11寺院11仏教というのが当時の人々の鐘に対する認識だっ
たのではな
ろうか。本稿は鐘のこのような特質に注目しつつ、
錐の宗教性がどのように古典和歌に反映されている か、
言いか
えれば宗教性という側面から錨の意象を論じてみた 思
迷夢を覚ます鐘
劉
小一条院
俊
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あか月のかねのこゑこ
そきこゆなれこれをいりあひとおもは
ましかば
(r後拾辿和歌集』雑ニ・九
一八）
この一首について新H本古典文学大系『後拾辿和歌集」（岩波
柑店）は、r住吉物語・上に、
女君の乳母子侍従と主人公の少将
(4) 
の述歌として」この歌がある
と指摘しているが、
この歌に関す
るr袋草紙」の次のような記述には雪及していない。
ある人云はく、「これは述歌なり。
院、
暁に怖り給ふとて、
・ロずさぴ給ひけるに、
末は女の申しけると云
々。
ただしまた
．
旧
脱には、
この歌によりて罪業甚だ派きの由と云々
。し
かれ
ば皆院の御作か。
（『袋草紙」巻上〉
連歌かどうかはさておき、
暁の鏡の音を冊いて、
これを恋人に
迎う時刻を告げる入相の銃の音に思えたらと願う
気持を歌ったこ
の歌が、
なぜr罪梁甚だ重き」と言われたかに注目したい。中村
元箸『仏教語大辞典」（東京瑚棺）には、
鐘は「寺院において、
みなに合図するために打つ」とあ
るが、
盾百丈山快海法師硲r勅
作百丈梢規」法器章には「暁漿は耶長夜を破り睡眠を許
む、
硲繋・
(5) 
は即ち昏荷を此し冥昧に疎す」とあ 。すなわち、
寺院の節の
音は各行iJiの時間などを知らせるほ
か、
朝夕の筵の音は衆生の迷
砂を党まし、
種々の煩悩や悪業から離れるように賊めるものとい
うのである。 かし、
前掲の歌の作者はこのような戒めの錨の音
を圃き、
罪業を悟るどころか、
五戒で誡める「邪淫」とも受け取
られる女との途涌の合圏だったらと顕うのであって、「その姿に
苅弁上人
(6
〉
仏教でいう罪の訛さを認めたもの」なのである。r袋卒紙』の「罪業甚だ煎きこ云々はこのような鈍の効用を踏まえた言葉であるに述いなく、
当時の人々の雑に対する認識の一面を反映していると
考えられる。
鐘の音に含まれているこのような意味合いが古典和歌に反映さ
れ、
紐の音は人々を現枇の迷拶から北まし、
仏教の境地を悟らせ
るものとして詠ま 楊合があ
る。
紙幅の関係でここには勅撰集
を中心に次の三首を挙げておく。
藤原宗経朝臣
暁のかねぞあはれをうちそふるうき世のゆめのさむるまくらに(
r新勅撰和歌梨」雑歌―-·――七
四）
題しらず
後京極摂政前太政大臣
山寺の
あかつきがたのかねのおとにながきねぶりをさまして
しかな
（r続後揺和歌集』雑歌中
·-＝＝--）
夜法文を梢談するに、
時うつりゆきて後夜のかねをき
きてよめる
のりのこゑにききぞわかれぬながき夜のねぶりをさますあかつき かね
(r玉策和歌集」釈教歌・ニ七
二六）
「ながきねぶり」「ゆめ」と
は俗世の煩悩に執滸してその無常を
悟らず、
まさ
に迷郎夕に陥っていることを指すものと思われる。銃
はそのような人々の迷う心を払
い、
仏の悟りに目槌めさせる「し
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かねのおとをききて
あかつきのかねのこゑこそうれしけれながきうきよのあけぬとおもへば
(r続古今和歌梨」釈教歌・七五五）
この歌は泌き枇の無明長夜が明
け、
やっと人を真に目党めさせ
る「うれし」い音として鐘を捉えている。「かなし」や「あはれ
」
などの雁を伴って詠み込まれる用例が多 中で、鉗の音を直接「うれし」と詠むのは極めて異例であり、
箭見の限り他に用例 見出
しがたい。
鎌倉時代までに成立した 集のうち、
このような「迷拶をさま
す」意味合いを持つ筵の用例は、
延ベー五首ほど見られ、
決して
多いとは言えな 。
しかし元来、
仏教法具である鐘の特質を考え
ると、
これらは古典和歌における錨の意象を分析するに当たって
見逃すことのできない一群の歌であるとと
もに、
いずれも錢倉時
代に入ってから成立した歌集
に収められている点にも注目したい。
節の音で「長き夜も明けぬ」と詠まれる歌はr千戟集』にも見られるが、
本税の四で述べるように、
それは死者を哀悼する歌であ
り、
右に学げた歌のように現他に生きる人々が5W住の極楽往生の
ため、
無党の「浮枇の郎ク」を党まし、
仏道に目＂丸めるという前掲
俯都源侶
るべ」となっているのである。同類の歌はr秋篠月消集」r拾王集』r夫木和歌抄」『山家染』がずにも見られるが、
また節は迷加ダから
目伐め無明長夜が明けたことを告げる「うれし」い音としても詠ている。
の歌とは趣を異にじている。
したがって紐の意象に含まれている
「迷郎夕を党ます
L、あ
るいは「警鉗」とも言えるきわめて宗教的
な一面は、
鎌倉時代に入ってから現れたものと考えてよいのでは
なかろうか。
では、
鎌倉以前においては鈍の意象に含まれるぶ翌控という
一面がなぜ現れなかったのか。
それは平安時代後期から流行した
末法思想や浄土信仰の隆盛と密接な関係があると思われる。周知のとおり、
末法とは釈隙滅後、
正法、
像法を経てからの第三時期
であり、
仏法が衰滅する時期とされて る。大野達之助氏によ
と、平安後期まで末法思想は知織としてしか意紐されておらず、人々はまだ深刻な厭枇思想を抱いてなかった。
しかし、
摂関政治
から院政の時代にかけて
律令体制の崩壊、
地方に起きる反乱、
都付近での典福寺と延麻寺の術突な
ど、
政治・社会が不安定にな
り、
治安状況も悪化する。
このような状況の中で、「股族も民衆
もようやく末法の批が到来したと
いう実感をもつようになった」
で�）
のである。
一方、
九世紀半ば頃から貨族階級に起こった浄土倍
仰は、
はじめはそれほど悲観的なものではなく、特に摂関政治の
最盛期、
翡族文化の中ではむしろぶ而美的な現世的」であったと
も言われている。
しかし、
前述のような社会状況になると、
人々
は無前の人生を離れ、
常住の極楽浄土に往生したいと飢うように
なり、
浄土信仰も厭世的な厭離級土・欣求浄土の極めて悲観的な
特色を持つようになる。
一―七五年に法然が比恢山を推れて浄土
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宗を開立し、
阿弥陀仏の本顧を信じ、
もっばら阿弥陀仏の御名を
唱えて西方の極楽浄土に往生することを説いた。その教義は貴族階級のみならず、
俯俗、
老若男女の別なく広く授透していった。
ほぼ同じ時期、
人々は戦乱に苦しみ、
生離死別の苦を味わい、
民
衆は現世の苦界から逃れようと、
栢楽浄土に救いを求め、
浄土信
仰が一層深まったと思われる。
「無明長夜、
この批は極楽浄土に
生まれ変わって、
真に目覚めるまでの、
暗間の眠りに過ぎぬ。称
名念仏を怠らぬ者のみが、
来世に望みを持ち得る。
この徹底した
．悲惨なペシミズムの上に成り立つのが、
当時の仏教」であったと
いう。
言いかえれば、
救いを求める
なら、
まず現世の「迷夢」
を目党めさせねばならない。
このような仏教観が和歌に反映し、
鐘の意象に「警鐘」
の一面が現れるようになったものと考えられ
るのである。
しかし、鐘を詠み込んだ古典和歌に見ら
れる宗教性は決して「警
鉗」に限らず、
鎌倉時代から始まったもの
でもな
い。厭離稼土・
欣求浄土の根本につながる「無常感」がはやくも平安時代から多くの歌に反映されており、
鐘、
特に入相の統に「無常感」の意象
'が
含まれていたことは、すでに「古典和歌における「鎧」の意象」（その一）ー「暁の鐙」と「入相の鐘」」で述べた通りである
カこ
れらの歌が惑受性盟かで感僻的であるのに対して、「警維」
屯｝の意味合いを持つ歌は理性的で、
無明長夜の郎クから人々を目挫め
させるという積極性が認められるのである。
鏑と釈教歌
以上「迷渉を党ます」という危度から鐘の宗教
性、
言いかえれ
ば鐘と仏教の関辿を検証してみたが、宗教性を論じるな
ら、
釈教
歌の存在を無視することはできない。
そこで本節では、
釈教歌に
おける鐘を詠みこんだ歌の存在
とあり方について考えてみたいと
思
う。本稿を作成するために新たに調査し直したところ、
『古今和歌
集』とr後撹和歌集』に用例が見られないのは、
前回の調査結果
と一致するが、
r続後拾逍和歌集』までの十六代集所収の鉗を詠
み込んだ歌は一00首存し、
前回の六0例より四0例も増えてい
る。
そのうち「かね」と
いう仮名表記の用例が七四首、「錨」と
いう漢字表記の用例が二六首ある
。部立別の歌数を示せば、
春部
四首、
秋部九首、
冬部八首、
哀侶部五首、
粒旅部四首、
恋部十六
首、
雑部五十首、
釈教部四首となる。
雑部の全体の半数を占める
五十 に対して釈教部には四首しか入っていな
い。
仏教法具とし
ての鐘の特質から考えれば‘
100首中の四首という結果に意外
な念を抱く も無理はなかろう。
釈教歌の定義について、
r岩波仏教辞典』（岩波世店）には「広
＜仏教に関する和歌全般を
指していう」とあり、
「仏教的な内容
を込めた」歌ははやくも『万薬集』に見られると付け加えている。この解説に基づけば、
今まで論じてきた「無常」や「迷歩を伐ま
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おとかは
す」意味合いを持つ鐙を詠みこんだ歌も釈教
歌と見なしてよいと
‘思
われる。実際、釈教部が明確に部立されていないr千載和歌集』
以前の一部の歌を釈教歌と見なす
のは、
今日ではむしろ一般的な
見方であろう。
鐘を詠み込んだ歌のみに関して言えば、
釈教部が
部立されていない歌集はともかく し
て、
r千載和歌
集」以後の
各勅撰集に釈教歌と見なされてもよい歌は多く存するの
に、
釈教
歌部には四首しか収録されていないと
いうのはなぜな
のか。
この
疑問を解くにあたっ は、釈教歌の内容 本質及ぴ維の聴党素材としての特徴と
いう三つの方面から考えなければならないと思う。
久保田淳氏の「法文歌と釈教歌」によれば、釈教歌は「経旨歌・
教理歌・法緑歌・述懐」の四種に分けら たこ が
分か
る。
r千載和 集』からr続後拾泄和
歌集』までの各勅撰集の釈教部
に収められた
歌を検討してみると、
仏教経典から抜き出した要句
や経典そのもの
を歌題にして、
その
内容を詠むいわゆる経旨歌及
ぴ教理歌・法緑歌が大多数を占めていることが認められる。
たと
えば『新勅撰和歌集』と『玉業和 集』 、
それぞれ次のよう
な歌が収められている。
法橋行賢
つくづくとくるるそらこそかなしけれあすもきくべきかねの
(r新勅揖和歌集』雑歌ニ・一ー八0)
前参議雅有
あだなれどけふの命もあり過ぎぬいつをかぎりぞ入相のかね
(r玉葉和歌集』雑歌ニ・ニ―四四）
この二首はどちらも無常を詠んだ歌で、
「広く仏教に関する和
歌」という定義に照らせば釈教歌であり、
その中の述懐歌に当た
ると思われる。
しかし二首は
いずれも釈教歌部ではな
く、
雑歌部
に収められてい これらの例から、勅撰集の釈経歌部には、
主
に経旨歌などの歌を収録し、
釈経歌中の述懐歌を除外する傾向の
あることが窺われ、釈教部の歌の内容が自ずから制限されたものになっている
と言えよう。そのため、本稿の二で挙げた用例を含
む多くの「仏教的な内容を
込めた」述懐の釈経
歌が、
釈教部では
なく他の部立、
特に雑歌部に多く収録されることになったと考え
られるのである。
内容のみならず、釈
教部に収録される歌は、
本質上他の歌と異
なるところがあるように思われ 。初めて釈教歌を
明確に部立し
たr千載和歌集』巻十九の
巻末、
律師永観の歌の詞書に「わうじ
やうかうの式か
き侍りけるとき、きやうけの歌とて
よみ侍りける」
とある。
「きやうけ」を漢字表記すれば「教化」
であり、
人を教
浮化育す という意味である。
つまり、
釈教部の歌は、作者の見
たこと、
感じたことを索直に表現することより、
和歌をもって仏
道に奸し、
人々を教化する目的を持っており、
功徳主義の傾向が
顕著である。経旨歌を主な内容とする上、
この
ような本質を持つ
釈教部には、
叙情的な歌より概念的な歌が圧倒的
に多いという特
徴が見られる。
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一方、
維の和歌の聴党素材としての特徴を考えると、
概念的な
歌に向くとは考えにくい。
鐘が歌人の心を捉え、
さまざまな感梢
を呼ぴ起こすの 、
その悠長かつ神秘的な音色であり、
そのよう
な音色なくして鐘が存在する意味はないと言っても過言ではなかろう。
そのため、
経旨歌のような内容があらかじめ決められた歌
を詠む場合、
開こえてもいない銃の音は索材として取り入れにく
かったのではあるまいか。
此日已過
命郎哀滅
寂然法師
けふすぎぬいのちもしかとおどろかす入途の鐘のこゑぞかなしき
(r新古今和歌梨」釈教歌・
一九五五）
あか
つきいたりて、
浪のこゑ金の岸によするほど
皇太后宮太夫俊成
いにしへの尾上の旅ににたるかな岸打つ浪のあか月のこゑ
(r新古今和歌集」釈教歌・一
九六八）
かねのおとをききて
あかつきのかねのこゑこそうれしけれながきうきよのあけぬとおもへば
(r続古今和歌梨』釈教歌・七
五五）
夜法文を消談するに、
時うつりゆきて後夜のかねをき
きてよめる
商弁上人
のりのこゑにききぞわかれぬながき夜のねざめをさますあかつき かね
（r玉葉和歌集」釈教歌・
ニ七
一一六）
右に挙げたのは『続後拾辿和歌狼』までの勅揺集の釈教歌部に
俯都源信
収録されている鐘を詠み込んだ用例の全四例で
ある。
そのうち後
の二例は述懐歌と見られるが、
前の二首は経旨歌と言えよう。
述
懐の二首は明らかに錐の音を削いて詠んだ歌に対し、
r新古今和
歌集』一九六八番の歌は異なると思われる。
この歌は美福門浣に
求められて藤原俊成が詠進した極楽六時讃の中の後夜讃であり、「金の岸」は極楽の賀金の池の岸を指す。極楽の黄金の池の波の音から現世の尾上 山寺の錐を思い起こすという感動的なこ 一首にしても、
実際に銃の音を開き、
その音色に感激して詠んだ歌
ではないと思われる。
また、
同じr新古今和歌集』の一九五五番
の寂然法師の歌は「法文百首」
の無常の部の一首であり、
『六時
無常掲』の教えを「入相の銃の音で実感として みしめさせら
れ
(2)
 
た悲しみで詠んだ作」と評されている。
しかし、
入相の節によっ
て無前を実感して悲哀や感傷の心梢を歌った例は、r拾逍和歌集」やr和泉式部集」などにすでに見ら 、
寂然法師の歌はそれらを
意識して詠んだ可能性もあ
り、
この歌も俊成の歌と同様、
実際に
開こえた鐘
の音に触発されての詠作とは酋い切れない部分がある
と息う。
つまり、
この二首の歌に詠み込まれている維は感性的な
鐙の音ではなく、
仏教と関わり ある概念上の錨と考えてよかろ
う。
このような音色を伴わない概念上の錨
は、
釈教部に収録され
ている鐘を詠みこんだ歌の―つの特徴であり、
また 鈍を
詠み込んだ歌が少ないのも、
そのことと決して無縁ではあるまい。
総じて言えば、
十六代集所収の錐を詠み込んだ 一00首 中
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四宙副之
「鉦」の存在
(r為家集』
には、「仏教的な内容を
込めた」意味から釈教歌と見なされる歌
が決して少なくないが、
釈教部に四首しか見 れないのは、
釈教
部の歌の内容と本質、
また錐の聴化素材としての特徴という三方
面に原因があると考えられる。結果的には、
釈教部に収録されて
いる鐙を詠み込んだ歌は、
同類の歌の中の枢少数のものという勅
撰和歌集の釈教部の特徴が祈取されると思う。
本栢の二と三のほか、「古典和歌における鐘の意象」（その
一
）
と（その二）においても、
策者は鐙を詠み込んだ数多く 歌を検
証してきた。
これ
らの歌に詠み込まれている鐘は、
種類から酋え
ば、
すべて寺院の節楼に掛けられ、
毎日定時に描かれ、
その悠々
たる音が遠くまで特き、
人々のさまざま
な思いを誘う鐘である。
しかし、
鎌倉時代までに成立した歌集に見られる「かね」の用例
の中に、
次のような注目すべき一群の が存するのも事実である。
論を進める便宜上
各歌に一辿番号を付した。
廿八日野宰法印
良守四
十九日諷
誦文
誦
経
物砂金一両
①うき歩の別路に送る鈍のおとはさむるさと
りのしるべともな
れ
一七三九）
人の四十九日の誦経文にかきつけける
よみ人しらず
②人をとふかねのこゑこそあはれなれいつかわがみにならむと
すらん
（『祠花和歌集」雑下•四0六）
人のわざしける禅師にて諷誦文よみ侍りける
に、
うた
の侍けれぱよみ侍りける
艇範法師
③うちならすかねのお
にやながき
夜もあけぬなりとはお
もひ
しるらん
・
（『千叔和歌集』哀傷歌・五七七
）
花園左大臣家にわらはにて侍りけるを、
をしへ侍ると
てたまへりける笛を、
年へてのちかのためにほとけ供
投し侍りける時、
笛にそへて侍りける
法印成消
④おもひきやけふうちならすかねのおとにつたへしふえ ねを
そへんとは
(r千戟和歌集」哀傷歌・
五九七）
隣寺に誦経のかねのきこえければかきつくる
天台座主橙党
⑤ひとこゑのかねのおとこそあはれなれいかなる人のをはりな
るらん
(r
続古今和歌梨」哀侶歌·一四七一）
ねにもたりしてばこ、
おたぎに誦
経
にせさすとて、
⑥こひわぶとききにだにきけ にうちわすらるる時の
間ぞなき
（『和泉式部集」四八0)
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⑪さても猶ただけふまでをなごりにてかねの音さへつき
やはて
（ 四 ― - ）
ぬる
か へ し
⑩ い ま は た だ よ な よ
なひとりね
ざめしてさもあらぬ
かねのおと
の み ぞ き く
( r 隆 信 集 」 哀 他 • 四 0 七 ）
つぎのとしのはてに、
仏事せしに、
さだいへのあそむ
の も と よ り かへし こ れ を 圃 き て 、
僧 都 の 母 、
い か が と と ひ た り け れ ぱ
⑦ つ く づ く と お つ る 涙 に し づ む と も き
け と て か ね の お と づ れ し
な
（ 『 和 泉 式 部 集 』 四 八 一 ）
佃都教智ゆかりありて、
と し ご ろ し た く て 侍 り け る が 、
う せ て 後 四 十 九 日 の わ ざ し け る じ ゆ き や う 文 に 世 付 けける
⑧ き み を と ふ 鎖 の 声 こ そ か な し け れ そ れ ぞ 音 す る
果てぬと思へ
文（
『 消 輔 集 」 三 五 0 )
ま た 、 『 隆 信 集 』 に 「 は は の か の ぶ く き ら れ し 日 」 云 々 の 記 述 （ 三
九 四 の 問 也 ） の 後 、
OO 辿 す る 歌 が 収 め ら れ た 中 に 、
以 下 の 四 首 が
ある
。
僧 正 範 玄 の も と よ り 、
五 十 8 す ぎ て
⑨ か ぎ り あ れ ば と ぶ
らふかね
も お と た え て む か し の 跡 や い ち ぢ
か な し き
（ 哀 悩 • 四 0 六 ）
⑫
け ふ ま で や か ぎ り と 思 ふ か ね の お と に な ほ つ き せ ぬ は な み だ
（ 四 ご 一 ）
なりけり
右 に 掲 げ た ― 二 首 の 詞 柑 か ら 判 断 す れ ば 、
これらの歌に詠み込
まれている「かね」は、
亡 き 人 の た め に
行 わ れ る 法 事 の 時 に 閲 ら
す 「 か ね 」 と 思 わ れ る 。 ⑤ の 歌 の 詞 歯 に あ る 「 誦 経 の か ね 」 と は 、「誦経の時間を知らせ
る 鋒 」
と も 解 釈 で き な い こ と は な い が 、 点い
か な る 人 の
を は り な る ら ん 」 と い う 下 二 句 か ら 、
この「かね」は
亡 き 人 の た め の 桶 経 の 「 か ね 」 と 判 断 で き よ
う 。
と な る と 、
こ の
ー ニ 首 中 の 「 か ね 」 は 、 今 ま で 検 証 し て き た 多 く の 歌 に 詠 ま れ る空に響く鐘とは異なる種類の「かね」と
言わねばならない。
仏 教 辞 典 等 に よ れ ば 、 「 か ね 」 に は 俯 侶 の 招 集
や、
寺 院 内 の 行
事 の 時 刻 を 知 ら せ る 時 な ど に 使 わ れ る
鐘と、
誦 経 や 法 事 の 時 に 叩
き 、
厳 密 に は 品き と い う 漢 字 で 表 記 さ れ る べ き も の の 二 種 類 が
あ る 。 例 え ば 、
『 織 田 佛 教 大 辞 き （ 大 蔵 出 版 株 式 会 社
昭 和 四 九
年 ） に は 、 「 カ ネ
鐘 」 と r カ ネ
鉦」の二項目が設けられており、
「鉦」の項には「法事の時、
合 図 に 叩 き 、
又念仏を称ふに叩く」
とある。
ま た 、
r 総 合 佛 教 大 辞 典 」 （ 法 蔵 館
一九八七年）の「鉦
打」の項には「鉦を首にかけ、
和 附 念 仏 を 唱 え 、
踊 念 仏 な ど を し
た 半 僧 半 俗 の 徒 」 と い う 一 文 が 見 ら れ る 。
鉦 打 を す る の が ど の よ
うな人なのかはさてお
き、r首にかけ」るということか
ら、
鉦 は
か な り 小 さ な も の だ と 想 像 で き よ う
。さら
に 小 学 館 『 国 語 大 辞 典』
に も 、 「 た た き か ね [ 叩 鉦 · 敲 鉦 ] 仏 具 の — つ o 今汀i に あ ゎ せ て
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たたきならす鉦。」の説明がある。＿二つの解説を総合すれば、「狂とは法要や踊経の時に合図をしたり、
誦経に合わせて嗚らしたり
する小さなかね」のことである。
この定義に照らし合わせて考え
ると、
右に挙げた一ー一首の歌に見られる「かね」は「銃」ではな
く、「鉦」と見なすべ ことは明らかであろ
う。
実際、「錐」とい
う漢字で表記されているものの、②『詞花和歌集』四0六番と③
『千載和歌集』五七七番の歌の「かね」について、
新日本古典文
．学大系本（岩波甚店）にもそれぞれ「誦経の時に叩く鐘」「追普
供接の誦唱の中で打ち嗚ら 鐘の舌」という注記が見られる。
ぶきの本来の用途は何であれ、事実
上、
日常の中において、
鐘の音が常に純然たる宗教的なものとし 人々に受け取られることはないように恩われる。寺院の境内を超え、
遠くまで府く長い
余韻を持つ鐘楼の鐘の音は、
人間の世俗的な生活と深く関わり、
あるいは時刻を告げる報らせとなり、
あるいは旅人の道しるぺと
なり、
あるいは周りの静寂を感じさせる音となり、
人々のさまざ
まな思いや感惜を呼ぴ起こす。すでに述べたように、「鐘」の意象には哀伯や寂しさ、
無常や孤独、
早朝の消々しさと静けさなど
(13
〉
が含まれているほか、「恋歌」では恋人たちの喜ぴや悲しみを表すのにも使われている。
つまり、
古典和歌において、「錨」はさ
まざまな題材の歌に幅広く詠まれ その意象に複雑さが看取
され
る。
しかし、
これに対して法事、
誦経の時にしか⑭らさず、
間こ
える範囲も限られている「鉦」は、
人々の日常生活からはややか
本稿は「迷歩を党ます」鐘、
釈教歌に見られる鐙および鉦を詠
五お
わりに
け離れた存在となっており、
その意味でr錐」よりも「鉦」の方
がより純然 る宗教性を持っているとも言えよう。
そのためか、
鎌倉時代までの「かね」を詠み込んだ三00首余りの歌のうち、詞密や歌の内容からはっきりと「鉦」を詠み込んだ歌と判断できるのは、
ほぽ右の―二首くらいかと思われるのである。
鉦を詠み込んでいる歌に
ついてはその数が少ないばかりでなく、
その意象も極めて単純で、
いず
れも死者への思念や哀悼の意を込
めた歌である。② 亡き人を弔う鉦 音 らわが身のことを思い、悲観的な に仕立てられ いる
これに対して③は、
打ち嗚ら
す鉦の音によって亡き人
無明長夜もようやく明けたという積極
的な姿勢で死者への思いを詠んでいる。特に⑥と⑦には＾作者和泉式部の亡き娘への恋しさが詠まれてお
り、
子供を亡くした母の
深い悲しみがひしひしと伝わってくる。
このように鉦の意象には
自ずから「哀惜」が含まれていると言えよう。
以上述べてきたように、「かね」を詠み込んでいる歌のうち、
「鉦」
の数は微々たるもののようで、
その意象も分析されるほど複雑な
ものではない。
しかし、
古典和歌に詠まれているrかね」はすぺ
て同種類 ものではなく、我々に じみ深い「鐘」のほか、「鉦」も詠まれていることを見落としてはならない ある。
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注( 1 ) 「 岡 大 国 文 論 柏 」 第 30 号 （ 平 成 十 四 年 三 月 ） に 掲 戟( 2 ) 「 閉 釈 」 第 四 十 九 咎 ― ―
―• 四 月 サ （ 平 成 十 五 年 四 月 ） に 掲 載
( 3 ) r 日 本 の 梵 矧 』 （ 坪 井 良 平 若
角 川 柑 店
昭 和 四 五 年 一 二 月 三 十 一
日）
( 4 ) r 後 拾 逍 和 歌 集 』 （ 新 日 本 古 典 文 学 大 系
岩波術店
一 九 九 四 年
四 月 二 0 日 ）
( 5
)
r 兵 宗 大 辞 典」 に よ る （ 永 田 文 口 国 汰
昭 和 四 七 年 ― 一 月 一 日 ）
( 6
)
r 袋 卒 紙 」 （ 新 日 本 古 典 文 学 大 系
岩 波 杏 店
l九 九 五 年 一 0 月
三0日）
( 7 ) 『 新 税 日 本 仏 教
Ill心 想 史
J
( 大 野 逹 之 助 若
年 五 月 一 0 日 ）
(8)同(7)
吉 川 弘 文 益
昭 和 四 八
み 込 ん だ 歌 を 取 り 上 げ 、
鈍 の 宗 教 性 に つ い て 考察 し た 。
最 後 に 余
談 と な る が 、
四 に 挙 げ た ④ の 歌 は 、
追 善 供 狡 に 鳴 ら す 鉦 の 音 に 笛
を 合 わ せ 、
音 楽 に よ る 死 者 へ の 追 悼 を 詠 ん で お り 、
鉦 の 持 っ て い
る 音 楽 性 の 一 面 を 見 せ て い る 。 同 様 の 歌 は も う 一 首 、
慈 円 の r 拾
玉 集 』 に 「 中 将 出 京 之 朝 、
少 生 な ど 管 弦 な ん ど し て か へ り て の ち 、
申 し つ か は し た り し 」 と い う 詞 世 の 後
、五
三 一 八 番 の 歌 は 「 ぴ は 」 、
五 三 一 九 番 の 歌 は 「 こ と
L
を 詠 ん で い る の に 続 き 、
あ は せ つ つ た が は ぬ か ね の 声 々 に う ち つ け な り し わ が こ こ ろか な
・
( r 拾 王 集 」 五 三 ― 1 0 )
と い う 歌 が 収 録 さ れ て い る こ と を 哲 い 涼 え て お く 。
( 9 ) 「 無 常 の 美 学 • 新 古 今 和 歌 躯 」 （ 塚 本 邦 雄
岩 波 的 座 r 日 本 文 学
と仏教
第 四 巷
無 前』
岩 波 牲 店
一 九 九 四 年 ― 一 月 二 五 El )
( Jo ) 「 岡 大 同 文 論 柏 」 術 30 号 に 掲 戟 さ れ て い る 同 拙 秘 を ご 参 照( 11 ) 「 法 文 歌 と 釈 教 歌 」 （ 久 保 田 淳
岩 波 講 胆 『 日 本 文 学 と 仏 教
第
六 沿
経 典』 岩 波 巾悼心 一 九 九 匹 年 五 月 ― ― 1 0 日 ）
( 12 ) r 新 古 今 和 歌 梨 』 （ 完 沢 日 本 の 古 典
第 三 十 六 殊J
小 学 館
附和
五八年
i
二 月 二 五 日 ）
( 13 ) 拙 悩 「 古 典 利 歌 に お け る 「 錨 」 の 意 象 （ そ の 一 ）
_r
暁 の 鎧 」
と 「 入 柑 の 紐 」 ー 」 ご 参 照 ( r 岡 大 困 文 論 秘 」 第 30 号
平 成 十
匹 年 三 月 ）＾ テ キ ス ト 〉 歌 の 引 用 及 ぴ 歌 番 号 は r 新 編 国 歌 大 糾」 、 r 袋 平 紙 』 の
引 用 は 新 日 本 古 典 文 学 大 系 （ 岩 波 柑 店 ） に よ っ た 。
（ り ゅ う
し ょ う し ゅ ん
東 都 女 子 大 学 非 常 勤 講 師 ）
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四
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